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「入所費用高い。おむつ代への助成制度あるか」 「認知症の親の

介護申請どうすれば」 「どこに相談すればよいかわからなかった」  
 

家族介護、認知症の相談が１３件 
11/11 介護・認知症なんでも無料電話相談実施 

 

「いい介護の日」の 11 日、県社保協が中央社保協と連携して行った電話相談は、県内

の介護に悩む家族などから 13 件の相談が寄せられました。NHK の全国放送による報道の

直後から電話が鳴りはじめ、医労連、民医連、県労連の相談員が丁寧に相談に応じました。 

「施設に入所中の夫の費用が月 20万円かかる。おむつ代も高い

が助成制度はあるか。要介護２だが特別障害者手当は受けられる

か」(女性)。「親が認知症で食べたことを忘れてしまう。食事の管

理をどうしたらいいか」(50代女性)「103歳の母をひとりで見てきたが、これからも自宅

みられるか心配」(70代女性)など、制度の利用方法や利用料の負担、「介護疲れ」を訴え

る相談が寄せられました。 

 相談にあたった松澤陽子さん(松代総合病院・MSW)は「介護に困っている人が多いと感じる。こうした相談窓

口があることが大事だと思う」。山崎千秋さん(長野中央病院・SW)は「相談を傾聴し、制度の紹介とともに相談

者を励ますことにも努めた」。湯本真由美さん(在宅総合 ST・ケアマネ)は「多岐にわたる相談が多かった。周り

に話を聴いて共感してくれる人が少ないことも原因では」と語りました。 

 厚労省は、年末に向け介護保険利用料の 2 割負担拡大などの改悪をすすめようとして

いますが、今以上の制度改悪がすすめば「家族頼みの介護」への逆戻りや制度からの「置

き去り」が一層深刻になることが懸念されます。寄せられた声を国と自治体に届け、改

悪反対の運動をさらに盛り上げていきましょう。 

 

 

介護保険制度の改善、介護従事

者の処遇改善を求める請願署

名をすすめています 

 

12 月 4 日に国会提出(第 1 次)  
 

 

＊お問い合わせは県社保協まで 
 


